
 

※ 以下の仕様は一例であり、ご要望に合わせたカスタマイズが可能です。 

 

 

 

 

■概要 

  Rapid3D を利用したシャフト表面のキズの大きさ・位置を 3Dで高速に検査する専用機です。大径・長尺  

シャフトを効率的に全数検査することが可能です。 

 

※ Rapid3D シリーズ ※ 

 最新のレーザ走査技術を採用し、量産部品の全数検査に多く採用されています。光沢面と散乱面の混在する

基板や、メッキシャフトのキズ検査などにも最適な装置です。形状計測方式なので、通常の画像検査で識別で

きない凸凹の方向や高さで良否判定できます。 

 

■システム構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

概略仕様概略仕様概略仕様概略仕様 

・方  式   ：レーザ走査方式 3次元形状計測 ～Rapid3D 

・レーザ走査幅：18ｍｍ 

・測定ピッチ ：X方向 5～20μm 変更可能 

         Y方向 5～40μm 指定可能 

・測定深度  ：±200μm 

・再現性    ：2 μm（Z方向 3σ） 

・検査時間  ：φ120mm×2000mm, Y方向分解能 40μm時 約 2分 

・外形サイズ：W409mm×H440×D167mm（検査ヘッド） 

W700mm×H1600mm×D800mm（制御ラック） 
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検査ヘッド外観 

ワーク 

ワーク回転方向：Y 

ヘッド移動方向：X 

レーザ走査方向：X 

Z 

回転機構 

制御・判定 

PC 

ホスト 

PLC 

検査ヘッド 

シャフトシャフトシャフトシャフト表面表面表面表面 3D3D3D3D キズキズキズキズ検査装置検査装置検査装置検査装置        

レーザ走査幅 



 

■測定例 ～ φ20mm シャフト表面 (14.8×14.8mm) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キ ズ 

打 痕 

NG 箇所リスト 

打痕形状 キズ形状 

形状 白黒画像 
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